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札幌市公衆浴場法施行条例の一部改正(案)に対する 
御意見の概要と札幌市の考え方 

 

  

 札幌市公衆浴場法施行条例の一部改正(案)に対するご意見の募集について、いただい

た御意見の概要及びそれに対する札幌市の考え方は以下のとおりです。  

 なお、お寄せいただいた御意見は、その趣旨を損なわない程度に取りまとめ、要約して

示しておりますことを御了承ください。 

 

 

御意見募集の実施結果 

１ 募集期間 

  令和４年(2022 年)８月９日(火)から令和４年(2022 年)９月７日(水)まで 

２ 御意見の提出方法 

  持参、郵送、FAX 又は電子メール 

３ 配布資料 

  札幌市公衆浴場法施行条例の一部改正(案)について 

４ 資料の配布・公表場所 

 ・札幌市役所本庁舎２階(市政刊行物コーナー)  

・札幌市保健所生活環境課 

・各区役所市民部総務企画課広聴係 

・札幌市公式ホームページ 

５ 意見提出者数と件数 

  14 名、14 件 

６ 意見の内訳 

(1) 提出者の住所別 

住  所 市内 市外 不明 合計 

人  数 ３ ２ ９ 14 

 (2) 提出方法別 

提出方法 郵送 持参 FAX 電子メール 合計 

人  数 ０ ０ １ 13 14 

 

 

【お問合せ先】  

札幌市保健福祉局保健所生活環境課  

〒060-0042 札幌市中央区大通西 19 丁目 WEST19 ３階  

電話：011-622-5182 

市政等資料番号 

02-F06-22-2069 
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御意見の概要と札幌市の考え方 

 

No 御意見 札幌市の考え方 

1 

 

可能ならば年齢制限を未就学児までにし、極力女の子は何歳であっても

男湯の利用は控えたほうが良い。 

女湯に入っている8・9歳の男の子は、同じ年齢の女の子とは視線が違

う。見られている方としては心地良くない。 

 札幌市では公衆浴場について、

入浴者の風紀に必要な措置とし

て、「札幌市公衆浴場法施行条例」

において男女の混浴を制限して

おります。 

国では、「子どもの発育発達と

公衆浴場における混浴年齢に関

する研究」（令和元年度厚生労働

科学特別研究）の研究成果や意見

募集で寄せられた意見等を踏ま

え、令和２年12月に、「公衆浴場

における衛生等管理要領」を改正

し、混浴を禁止する年齢を「おお

むね10歳以上」から「おおむね

７歳以上」に引き下げました。 

 北海道においても、国の要領に

合わせて条例改正を行い、令和５

年４月より、混浴を禁止する年齢

を、原則10歳以上から７歳以上

に引き下げることとしました。 

 国や道の動向を踏まえ、札幌市

としても、７歳以上の混浴を禁止

することが適当であると考えて

おります。 

2 男の子は父親が、女の子は母親が一緒に入るのが当たり前だと思う。 

混浴でなければならない子どもをわざわざ公衆浴場に連れて行かなけ

ればならない状況がわからない。 

3 

 

混浴が可能な年齢の引下げは、性犯罪防止の観点だけではなく、子ども

の自立あるいは自律心、社会生活のマナーを守ろうとする規範意識を培う

という意味でも非常に有効。 

小学校中学年くらいの女の子が、同じくらいの年頃の男の子が女風呂に

入ってきたことに強い拒否感を示し、気の毒に感じたこともある。 

保護者にとってはいくつになってもかわいい我が子だが、他のお客さん

にとってはそうではない。 

4 

 

男女ともに きっちり性別ごとに分けて入浴すべき。 

女湯での子供の羞恥心を無視するようなケースも多発しており、これは

性的虐待だと個人的には思う。 

「水着や体操服で隠れる部位等のいわゆるプライベートゾーンを、安易

に見せてはいけない・見てはいけない、触らせてはいけない・触ってはい

けない」という性教育に反してしまう。 

5 混浴は、家庭内で正しいしつけをすれば、年齢に関係なく男女関係なく

お風呂に入れるものと考える。 

 公衆浴場法では、「風紀に必要

な措置」として、主として男女の

混浴を禁止していることから、混

浴を制限する規定は必要と考え

ます。 
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No 御意見 札幌市の考え方 

6 女児と違い、男児は、話をきちんと理解できない、言い聞かせても聞いてい

ないので、10歳以上にならないと、自分1人で身体をきちんと洗うということ

は難しいのではと思う。 

女性はシングルマザーも多く、女性親同士や子連れで銭湯やプールに行く事

が多いが、小学校低学年の男児の母親だけが銭湯やプールに行けなくなってし

まう。 

公衆浴場における混浴を

禁止する年齢は、従来から

風紀に必要な措置として規

定しているところです。 

厚生労働科学特別研究の

調査では、子どもの発育発

達が従前から変化している

ことなどから、混浴禁止年

齢を引き下げることが望ま

しいとされ、当該引下げに

より、混浴に関するトラブ

ルの防止、子どもたちへの

性的被害の防止や、子ども

たちが望まない混浴の回避

につながり、子どもたちの

健やかな発達にも寄与でき

るとされています。 

札幌市としては、国や道

の動向を踏まえるととも

に、子どもが異性の親と入

浴する際、その子と一緒に

入浴する他の入浴客のお気

持ち等についても考慮する

必要があると考え、混浴を

禁止する年齢を「10歳以

上」から「７歳以上」に引

き下げることが適当である

と考えています。 

なお、混浴禁止年齢の引

下げに当たって、市民の方

に御理解いただけるよう、

十分な周知期間を設けると

ともに営業者に向けて見守

り等に配慮いただけるよう

呼び掛けてまいります。 

7 今は、子どもが１人で何かをしていたら危ない時代である。 

7 歳なんて、まだ何もわかっていない子どもなので、7 歳以上の混浴禁止は

推奨程度とし、どうしても難しい方は10歳まで混浴可能にして欲しい。 

7 歳にするなら、注意事項や入り方をひらがなで義務付ける、店員が見回り

を頻繁にするなどトラブルにならないための対策を考えて欲しい。 

8 混浴制限年齢を７歳に引き下げるのに反対する。 

男の子は女の子より精神面で幼さもある場合も多く、母親と一緒に入りたが

る子もいる。 

転倒、溺れ、他人への迷惑など心配。水場なので命の危険が伴う。 

髪も身体もまだ上手く洗えない子もいる。 

時間の感覚を掴めていない子もおり、入浴後の待ち合わせが難しい。 

気軽に母親とだけで自宅近くの銭湯や温泉等も楽しめなくなる。 

女の子は恥ずかしいと思う子が多いかもしれないので、女の子のみ混浴禁止

年齢を引き下げるのならばわかる。 

9 札幌市はシングルマザー率、離婚率が高い。 

温泉好きなシングルマザー、温泉好きなシングルマザーの男の子もいる。 

同姓の親がいない子はどうすれば良いか。 

異性の親と温泉に行ったら一人で入らなければならない。そのほうが犯罪率

が上がるのではないか。 

うちの7歳児の子は一人で入浴できない。発達段階も考えて欲しい。 

10 死別ひとり親で、母１人息子１人の札幌市民。息子は 8 歳だが自閉症で、1

人で身体を洗う事ができない。 

ひとり親家庭、特に障害児をもつ家庭は貧困に陥りやすく、自宅に風呂があ

るとも限らない。 

11 母１人、子２人(娘、息子)で暮らしている。 

滑って転ばないかケガしないか、お風呂で溺れないか、洗い残しがないか、

人様に迷惑をかけないかと心配は多々 ある。 

ひとり親家庭の子供は、大衆浴場や温泉を利用するなということか。 

小学一年生でも出来る子と出来ない子がいるので年齢だけで区切るのはい

かがなものかと思う。 

12 身長で区別するという方法はどうか。 

家族風呂・貸切風呂を併設するのを義務付けるのはどうか。 

犯罪マニアの場合、隠し盗撮カメラ設置が考えられるので、定期的にチェッ

クするルールを義務付けるのはどうか。 

13 異性の親と一緒に入浴するのは親の責任、判断ではないか。 

異性の発達障害児を持つ親にとっては公衆浴場を利用するなと言われてい

るように感じる。 

14 今の浴場は、様々 な形式の浴槽が多く、大人による一定の保護が必要である。 

子供の成長にはばらつきがあり、発達障害の家族を持つ者としては、１人で

入浴させることは心配に思う。 

行政による規制は広めに設定し、混浴の有無は本人の意思を尊重しつつ、各

家庭の裁量に委ねるべき。 


